
青
森
市
の
小
野
寺
晃
彦
市
長

は
7
月
21
日
、
市
内
の
小
中
学

校
の
紿
食
費
無
償
化
を
10
月
か

ら
実
施
す
る
方
針
を
表
明
し
ま

し
た
。
市
に
よ
る
と
、
小
中
学

校
と
も
に
無
償
化
が
実
現
す
れ

ば
全
国
の
中
核
市
で
は
初
め
て

で
す
。

給
食
費
無
料
化
を
求
め
て
き

た
市
民
の
運
動
と
力
を
合
わ
せ
、

市
議
会
で
繰
り
返
し
実
現
を
迫
っ

て
き
た
日
本
共
産
党
市
議
団
の

要
求
が
実
り
ま
し
た
。

青
森
市
で
は
、
２
０
１
９
年

5
月
に
結
成
し
た
「
学
校
給
食

費
の
無
料
化
を
め
ざ
す
青
森
市

民
の
会
」
が
街
頭
で
署
名
を
集

め
、
草
の
根
で
運
動
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。
行
動
す
る
ご
と
に

無
料
化
の
実
現
を
望
む
市
民
の

声
は
広
が
り
、
22
年
１
月
時
点

で
、
集
め
た
署
名
は
合
わ
せ
て

６
４
４
９
人
に
な
り
ま
し
た
。

同
会
は
こ
れ
ま
で
３
回
、
毎

年
12
月
議
会
に
請
願
署
名
を
提

出
。
昨
年
の
12
月
議
会
で
は
党

市
議
団
以
外
が
反
対
し
、
請
願

は
市
議
会
で
否
決
さ
れ
続
け
て

き
ま
し
た
。

市
側
は
、
無
償
化
し
た
場
合

の
予
算
は
、
本
年
度
分
は
国
か

ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金

で
賄
い
、
来
年
度
以
降
も
財
源

を
確
保
し
無
償
化
を
続
け
る
方

針
で
す
。

「
市
民
の
会
」
の
和
田
力
事

務
局
長
は
、
「
願
い
が
か
な
っ

た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
。
青

森
市
が
実
施
す
れ
ば
、
完
全
無

料
化
は
県
内
で
14
自
治
体
と
な

り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
県
内
全

部
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。
」

と
話
し
ま
し
た
。
（
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
7
月
23
日
号
よ
り
転
載
）

韓
国
の
給
食
は
小
さ
な
民
主

主
義
の
決
定
版
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
な
か
で
も
学
校
給
食
は
、

親
環
境
無
償
給
食
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
健
康
と
環
境
、
生

態
的
な
関
係
を
最
優
先
に
考
慮

し
、
す
べ
て
の
食
材
に
つ
い
て
、

生
産
・
加
工
・
流
通
過
程
が
生

態
的
・
持
続
可
能
で
安
全
に
な

る
給
食
を
実
現
し
、
必
要
と
す

る
経
費
す
べ
て
を
国
ま
た
は
自

治
体
が
負
担
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
根
拠
は
、
韓
国
の
憲
法

31
条
3
項
に
「
義
務
教
育
は
無

償
に
す
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

無
償
給
食
は
義
務
教
育
の
一
部

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
普
遍
給
食

ま
た
は
国
民
給
食
と
言
い
換
え

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
具
体
的
な
中
身
は
、
自

治
体
の
条
例
で
も
、
放
射
線
ゼ

ロ
、
非
遺
伝
子
組
み
換
え
、
ロ
ー

カ
ル
フ
ー
ド
（
在
来
種
農
産
物

使
用
）
が
規
定
さ
れ
、
ソ
ウ
ル

市
教
育
庁
は
５
無
食
（
残
留
農

薬
・
放
射
能
・
抗
生
剤
・
化
学

合
成
添
加
物
・
遺
伝
子
組
み
換

え
の
な
い
給
食
）
を
定
め
て
い

ま
す
。

韓
国
で
は
、
２
０
０
２
年
に

「
学
校
給
食
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
き
っ
か
け
は
、
学
校
の
民
主

化
運
動
と
農
民
運
動
が
出
会
い
、

学
校
給
食
運
動
が
本
格
化
し
た

こ
と
で
し
た
。
２
０
０
２
年
4

月
27
日
に
「
学
校
給
食
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
準
備
委
員
会
」
結
成

に
結
実
し
ま
し
た
。

農
民
運
動
の
分
野
で
は
、

「
私
た
ち
の
米
を
守
る
農
業
回

生
連
帯
１
０
０
人
１
０
０
日
リ

レ
ー
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
、
学
校
給
食
に
地
場
産

農
産
物
使
用
の
制
度
を
求
め
る

運
動
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
７
月
19
日
に
当

時
の
民
主
労
働
党
が
主
催
し
て

学
校
給
食
法
を
改
正
す
る
た
め

の
討
論
会
が
実
施
さ
れ
、
農
協

調
査
部
、
給
食
ネ
ッ
ト
準
備
委

員
会
、
全
国
教
職
員
労
働
組
合
、

真
の
教
育
学
父
母
会
、
農
業
回

生
連
帯
な
ど
が
参
加
し
、
全
国

レ
ベ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発

足
し
た
の
で
す
。

地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
給
食
運
動

参
加
要
請
の
文
書
に
は
、
「
子

ど
も
た
ち
に
健
康
を
！
わ
れ
ら

農
業
に
希
望
を
‼
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
幸

福
権
、
健
康
追
求
権
な
ど
の
基

本
権
は
も
ち
ろ
ん
、
学
習
権
、

自
治
権
の
保
障
を
満
た
し
、
学

校
給
食
改
善
の
実
現
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
の
人
間
基
本
教
育

を
学
校
主
体
で
主
導
的
に
行
い
、

社
会
的
な
合
意
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

（
農
民
連
機
関
紙
「
農
民
｝
7

月
25
日
号
よ
り
）
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学
校
給
食
無
償
化
の
請
願
は
、
6
月
の
議
会
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
国
内
で
は
着
実

に
無
償
化
の
動
き
は
出
て
き
て
い
ま
す
。
青
森
市
の
無
償
化
は
中
核
市
の
動
き
と
し
て
は
特
筆
さ
れ

る
も
の
で
す
。
ま
た
韓
国
の
動
き
は
た
だ
単
な
る
学
校
給
食
の
無
償
化
で
は
な
く
、
地
元
の
農
業
者

た
ち
と
連
携
、
環
境
に
や
さ
し
い
く
、
健
康
に
役
立
つ
給
食
な
ど
日
本
の
運
動
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｊ
（
家
族
農
林
漁
業
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
）
で
の
姜
さ
ん
の
講
演
抜
粋
で
す
。

雑
感

旧
統
一
協
会
（
現
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）
と
自
民
党
を

中
心
に
政
党
と
の
癒
着
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
正
体
を
隠

し
て
サ
ー
ク
ル
活
動
に
学
生
を
引
き
込
み
、
霊
感
商
法
で
信
者
か
ら
莫
大

な
献
金
を
強
制
し
、
資
金
力
で
日
本
の
政
界
に
く
い
込
み
、
ま
た
選
挙
で

恩
を
売
り
、
政
策
を
左
右
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
選
択
的
夫

婦
別
姓
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
権
問
題
に
反
対
の
発
信
も
行
っ
て
お
り
、
自

民
党
も
政
策
的
に
呼
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
米
原
市
議
会
で
も

選
択
的
夫
婦
別
姓
と
は
異
な
る
意
見
書
も
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
反
社
会
的
宗
教
が
政
策
を
ゆ
が
め
て
い
る
と
し
た
ら
許
せ
な
い
。

市
民
と
共
産
党
の
要
求
実
る

民
主
主
義
の
決
定
版

韓
国
の
学
校
給
食
無
償
化
の
歴
史

慶
熙
大
学
講
師
姜
乃
榮
さ
ん
の
講
演

無
償
給
食
は
人
権
で
す


